


























































である Q><Qの代案である Q'><Pの代案である P'>に分けて分析している。これら
の要素の組み合わせによって、「いっても」には、「反白人主義といっても、すべてのアメ

























成する 3編の論文のうち、 2編は紀要論文として公表ずみ、もう 1編は投稿中であるが、
その部分については、日本語学会全国大会で研究発表を行っている。審査会において確認
された本論文の価値は、以下の通りである。
助詞や助動調のような文法形式については、すでに轄しい研究があるのだが、文の文法
的な側面に関係しているにもかかわらず、構文の中に存在していて、文法的形態素として
切り出すことのできない表現が数多くあり、これらは、慣用的な表現として、文法研究で
は軽視されてきた。このような表現に光を当てるきっかけとなったのが文法化理論の登場
である。語葉的な要素はある使われ方の中で徐々に文法的な側面を獲得し、それが次第に
強化されていくとし、う理論である。この理論によれば、語葉的なものと文法的なものの中
間領域が存在することは、言語の常態的・本質的なあり方であるということになり、そう
した領域に積極的にアプローチする必要性があることになる。本論文は、このような問題
意識を踏まえ、様々なテクストにおける発話動詞の条件形・譲歩形の使用実態の大規模な
調査を通じて、これらが文法化されて文の陳述的な側面の表現になっている、あるいはな
りつつある、その諸相を詳細に観察し、網羅的に記述している。論文内に引用した用例は
313例だが、実際に目を通した用例はその数倍に及び、そのすべてがカード化されている。
用例の観察においては、珍しい例を探すのではなく、言語使用の中で繰り返し適用されて
いるスキーマを発見することを心がけており、そのために、表面的な文字通りの意味を越
えて、書き手の意図のようなものにまで観察が及んでいる。発話動詞の文法化としては、
伝聞や連体の「という」に注目が集まっているが、条件形の文法化をこのように組織的に
論じた先行研究はないと思われる。また、本論文の方法論上の特徴として、従来の複合辞
研究のように、「といえばj といった要素を仮定するのではなく、あくまでも構文という見
方を貫徹することによって、否定文やコピュラ文の研究との接続が可能になっている点や、
用例の観察がデ、イスコース構造の中で行われていることが豊かな言語事実の発見につなが
っている点も、高く評価できる。自分の仮説に用例を当てはめていくような恋意的な議論
ではなく、用例にあるがままの事実を語らせる、誠実な記述のしかたにも好感が持てる。
以上のように、評価できる面が指摘される一方で、問題点として、以下のようなことも
指摘された。文法化の基準の適用が最後の方で行われているが、文法化しているものを対
象としているのだから、それは最初に行うべきではないかということ、 トラウゴ、ツトの理
論を適用するだけでなく、逆に、本論文の考察を通じて、その妥当性を検証することもあ
ってよかったのではないかということ、中心的な部分は記述が詳しく文章も丁寧であるが、
周辺的な部分には荒いところが見られること、構成や体裁について、もう少し工夫が必要
であること、などである。こうした問題点はあるものの、いずれも本論文の本質的な価値
を減ずるものではない。アドバイスとしては、使用頻度も加味して議論を強化してはどう
かということや、コーパス言語学の手法を取り入れ、形態素の共起関係を統計的に調査し
て見てはどうかということ、「かといってJrとはいってもJのような二次的な文法化も興
味深く、ぜひ今後の課題としてほしいこと、などが指摘された。
以上のように、様々なコメントが提出されたが、最終的に、総合的な評価として、本論
文は、学位授与の基準を満たす価値ある論文であることを、審査委員全員一致で確認した。
